
○一日9000歩、町民が歩くことで自然と「健幸」になれる先進予防型のまちづくり「スマートウェルネスタウン」の中核拠点となる
健康支援型「道の駅」として、健康に必要な４要素「食」「憩」「運動」「参加」のメニューを提供。

○健康づくりと地域活性化を一体的に行う、地方創生の拠点として「道の駅」と「定住促進住宅」を官民連携手法により一体整備。

＜提案の先駆性・ポイント＞ ＜実施内容＞

○スマートウェルネス住宅と共に定住促進センターの設置

○ウェルネスベースとしてのフィットネスブース、温浴施設の設置

○産直レストラン・カフェの設置

○直売・物産施設の設置
■温浴施設やフィットネス等のウェルネスベースを付加するなど、健康づくりと地

域活性化を一体的に行う、全国的にも新しい「道の駅」。
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「Smart Wellness City（スマートウエルネスシティ）」
「ウエルネス（健幸：個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心安全で豊かな生活を営むこと）」を
まちづくりの中核に位置付け、住民が健康で元気に幸せに暮らせる新しい都市モデル。
実施により、医療費が年間一人あたり10万円程度抑制された事例もある。（新潟県見附市）

■道の駅と定住促進住宅を官民連携で一体的に整備し、運営も一元化することで

ウェルネス住宅（高齢者向け住宅を含む）への支援も含めて、「道の駅」を核に高

齢者配食サービスや民間事業者による健康相談などの様々なサービスを提供。
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※イメージ図であり、今後、変更があります。
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